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特別記事

特
別
記
事

李
成
日
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
一
九
九
二
年
八
月
二
四
日
、
中
国
と
韓
国
は
数
十
年
の
敵
対
関
係

に
終
止
符
を
打
っ
て
、
「
修
交
共
同
声
明
」
を
発
表
し
、
正
式
に
関

係
を
正
常
化
し
た
。
そ
れ
は
一
九
八
○
年
代
以
後
の
国
際
情
勢
、
朝

鮮
半
島
情
勢
、
中
韓
双
方
の
国
内
お
よ
び
外
交
政
策
の
変
化
な
ど
の

帰
結
で
あ
っ
た
が
、
と
く
に
中
国
に
と
っ
て
は
冷
戦
時
代
の
同
盟
者

で
あ
る
北
朝
鮮
と
の
関
係
の
新
た
な
調
整
を
必
要
と
す
る
出
来
事
で

も
あ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
中
韓
国
交
正
常
化
は
単
純
な
中
韓
二

国
間
関
係
の
正
常
化
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
盟
者
で
あ
り
、
敵

対
者
で
あ
る
北
朝
鮮
と
の
関
係
の
大
き
な
変
化
を
意
味
し
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
中
国
の
新
し
い
政
策
の
背
景
に
、
一
九
八
二
年
九
月
の

中
国
共
産
党
第
一
二
回
全
国
代
表
大
会
で
採
択
さ
れ
た
「
独
立
自

主
」
と
い
う
外
交
路
線
が
存
在
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

　
李
成
日
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
は
、
「
独
立
自
主
」
外
交

政
策
を
採
択
し
て
か
ら
韓
国
と
の
国
交
を
正
常
化
す
る
ま
で
の
約
一

O
年
間
に
、
郡
小
平
の
指
導
す
る
中
国
が
全
体
と
し
て
の
朝
鮮
半
島

政
策
の
枠
組
み
の
な
か
で
、
い
か
に
し
て
北
朝
鮮
政
策
を
調
整
し
な

が
ら
、
韓
国
と
の
国
交
正
常
化
を
実
現
し
た
の
か
を
詳
細
か
つ
体
系

的
に
分
析
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
中
韓
国
交
正
常
化
に

関
す
る
研
究
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
と
同
時
に
中
国
の
北
朝
鮮
政
策

の
研
究
で
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
の
朝
鮮
半
島
政
策
の
研
究
で
も
あ

る
と
い
う
著
し
い
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

　
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章
第
－
章
　
背
景
i
中
国
と
朝
鮮
半
島
の
伝
統
的
関
係

第
2
章
　
中
国
の
独
立
自
主
外
交
路
線
と
対
韓
関
係
の
萌
芽

　
（
1
）
　
独
立
自
主
外
交
路
線
の
樹
立

　
（
2
）
中
韓
接
触
の
始
ま
り
1
中
国
民
航
機
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
の

　
　
交
渉

　
（
3
）
　
対
韓
関
係
の
新
し
い
展
開

　
（
4
）
　
対
韓
関
係
の
微
妙
な
調
整

第
3
章
　
中
国
の
改
革
・
開
放
と
中
韓
経
済
関
係
の
形
成
－
交
流
か
ら

　
協
力
へ

　
（
1
）
　
改
革
・
開
放
の
進
展
と
中
韓
経
済
交
流
の
展
開

　
（
2
）
　
韓
国
の
北
方
政
策
の
展
開
と
対
中
関
係
改
善

　
（
3
）
　
中
韓
経
済
協
力
関
係
の
形
成
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（
4
）

第
4
章

　
（
1
）

　
（
2
）

　
（
3
）

　
（
4
）

第
5
章

　
（
1
）

　
（
2
）

　
（
3
）

　
（
4
）

終
章

中
朝
関
係
調
整
の
深
化

朝
鮮
半
島
の
現
状
承
認
と
中
韓
相
互
協
力
の
展
開

中
ソ
関
係
の
正
常
化
と
朝
鮮
半
島
の
緊
張
緩
和

南
北
朝
鮮
の
国
連
同
時
加
盟
へ
の
中
国
の
支
持

中
韓
国
交
正
常
化
の
環
境
醸
成

中
朝
同
盟
関
係
の
変
容

朝
鮮
半
島
政
策
の
調
整
完
成
と
中
韓
国
交
正
常
化

国
交
樹
立
の
背
景

国
交
樹
立
の
交
渉
過
程

北
朝
鮮
へ
の
「
説
明
外
交
」

国
交
正
常
化
の
歴
史
的
意
味

　
各
章
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
1
章
で
は
、
抗
日
戦
争
・
国
共
内
戦
期
、
建
国
後
の
向
ソ
一
辺

倒
の
「
連
ソ
反
米
外
交
」
期
、
中
ソ
分
裂
・
対
立
に
よ
る
「
反
ソ
反

米
外
交
」
期
、
米
中
接
近
に
よ
る
「
連
米
反
ソ
外
交
」
期
な
ど
、
冷

戦
期
に
お
け
る
中
国
外
交
を
中
心
に
し
て
、
本
論
文
の
背
景
に
な
る

中
国
と
朝
鮮
半
島
と
の
歴
史
的
な
関
係
が
考
察
さ
れ
、
毛
沢
東
期
中

国
の
朝
鮮
半
島
政
策
の
特
徴
が
摘
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
要
約
す

れ
ば
、
中
国
の
朝
鮮
半
島
政
策
は
第
一
に
、
安
全
保
障
面
に
お
い
て
、

北
朝
鮮
を
戦
略
的
な
緩
衝
地
帯
と
し
て
認
識
し
て
、
そ
れ
と
の
同
盟

関
係
を
構
築
し
た
し
、
第
二
に
、
政
治
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
に
お
い

て
、
北
朝
鮮
を
中
国
の
同
盟
者
な
い
し
支
持
者
と
し
て
扱
っ
て
、
一

貫
し
て
支
援
し
た
し
、
第
三
に
、
統
一
政
策
の
面
で
も
、
中
国
の

二
つ
の
中
国
」
お
よ
び
北
朝
鮮
の
』
つ
の
朝
鮮
」
の
原
則
に
基

づ
い
て
、
中
国
と
北
朝
鮮
は
そ
れ
ぞ
れ
韓
国
、
北
朝
鮮
と
外
交
関
係

を
持
た
な
か
っ
た
し
、
さ
ら
に
第
四
に
、
中
朝
友
好
政
策
を
採
用
し

て
、
韓
国
に
対
す
る
不
承
認
、
非
接
触
、
敵
対
政
策
を
維
持
す
る
と

い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
中
韓
国
交
正
常
化

は
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
関
係
の
変
容
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
第
2
章
で
は
、
一
九
七
八
年
一
二
月
以
後
、
郵
小
平
の
中
国
が

「
四
つ
の
現
代
化
」
と
い
う
新
し
い
国
家
発
展
戦
略
を
追
求
し
、
一

九
八
二
年
九
月
以
後
、
「
独
立
自
主
外
交
」
路
線
の
下
で
「
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
優
先
」
「
社
会
主
義
陣
営
重
視
」
の
「
政
治
中
心
外
交
」
か

ら
、
経
済
発
展
優
先
と
対
外
経
済
協
力
を
重
視
し
、
平
和
で
安
定
し

た
国
際
環
境
の
確
保
に
努
力
す
る
「
経
済
中
心
外
交
」
に
移
行
し
た

こ
と
が
強
調
さ
れ
、
そ
れ
が
朝
鮮
半
島
に
も
適
用
さ
れ
る
過
程
が
分

析
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
こ
の
よ
う
な
外
交
政
策
転
換
期
に
発

生
し
た
中
国
民
航
機
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
中

国
と
韓
国
の
最
初
の
外
交
接
触
と
そ
れ
に
伴
う
中
韓
、
中
朝
関
係
の

変
化
お
よ
び
中
国
に
よ
る
北
朝
鮮
へ
の
「
説
明
外
交
」
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
著
者
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
こ
の
事
件
を
解
決
す
る
た
め
の
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直
接
交
渉
に
よ
っ
て
、
中
韓
両
国
は
緊
急
事
態
の
発
生
に
対
処
す
る

た
め
の
非
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
通
さ
せ
、
そ
の
後
の
相
互
協
力
を

約
束
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
契
機
に
し
て
、
中
国
は
国
際

会
議
や
国
際
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
に
お
い
て
韓
国
と
の
交
流
を
許
容

す
る
方
針
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
が
中
朝
関
係
の
「
微

妙
な
調
整
」
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
民
航
機
事

件
の
解
決
に
伴
っ
て
、
中
国
は
呉
学
謙
外
相
を
北
朝
鮮
に
派
遣
し
、

①
対
韓
政
策
の
変
化
に
つ
い
て
、
北
朝
鮮
側
に
逐
一
通
報
し
、
説
明

す
る
、
②
韓
国
と
の
接
触
・
交
流
を
経
済
分
野
に
と
ど
め
、
政
治
関

係
に
発
展
さ
せ
な
い
（
政
経
分
離
）
と
の
「
二
つ
の
原
則
」
を
確
認

し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
は
「
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
安
定
」
や

南
北
対
話
を
積
極
的
に
支
持
し
、
金
日
成
主
席
や
金
正
日
書
記
を
中

国
の
経
済
特
区
に
招
待
す
る
な
ど
、
北
朝
鮮
の
経
済
開
放
を
誘
導
す

る
努
力
を
開
始
し
た
。

　
第
3
章
で
は
、
中
国
の
改
革
・
開
放
お
よ
び
韓
国
の
北
方
外
交
の

進
展
に
よ
っ
て
、
中
韓
の
経
済
交
流
が
急
速
に
拡
大
し
、
両
国
間
に

経
済
協
力
関
係
が
形
成
さ
れ
る
過
程
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時

期
、
民
主
化
し
た
韓
国
は
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
一
九
八
八
年

九
月
）
を
舞
台
に
「
北
方
外
交
」
を
展
開
し
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩

壊
（
一
九
八
九
年
二
月
）
と
前
後
し
て
東
欧
諸
国
や
ソ
連
と
相
次

い
で
国
交
を
樹
立
し
た
し
、
中
国
も
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
大

規
模
な
選
手
団
を
派
遣
し
て
関
心
を
集
め
た
。
し
か
し
、
中
韓
関
係

に
関
し
て
、
著
者
が
最
も
注
目
し
た
の
は
、
一
九
八
九
年
三
月
に
交

渉
を
開
始
し
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
に
合
意
さ
れ
た
貿
易
代
表
部
の

相
互
設
置
で
あ
る
。
著
者
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
交
渉
が
難
航
し
た
の

は
、
主
と
し
て
中
国
が
「
政
経
分
離
」
の
原
則
に
固
執
し
、
韓
国
が

「
政
府
代
表
部
」
を
主
張
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
一
部
は
中
国
が

北
朝
鮮
に
配
慮
し
て
、
交
渉
妥
結
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
選
ん
だ
か
ら
で

も
あ
る
。
事
実
、
こ
の
間
に
、
一
九
八
九
年
二
月
の
金
日
成
訪
中

と
郡
小
平
と
の
会
談
、
一
九
九
〇
年
三
月
の
江
沢
民
訪
朝
、
九
月
の

藩
陽
で
の
江
沢
民
・
金
日
成
秘
密
会
談
な
ど
、
中
朝
両
国
は
高
い
レ

ベ
ル
で
の
会
談
を
繰
り
返
し
て
、
世
界
情
勢
と
朝
鮮
半
島
情
勢
を
討

議
し
た
し
、
中
国
首
脳
は
「
南
朝
鮮
と
政
治
関
係
を
持
た
な
い
」
こ

と
を
約
束
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貿
易
代
表
部

は
純
粋
な
民
間
機
関
で
は
な
か
っ
た
。
中
国
国
際
商
会
と
大
韓
貿
易

振
興
公
社
の
合
意
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
ビ
ザ
発
給
な

ど
の
領
事
機
能
を
有
し
、
本
国
と
の
郵
袋
の
相
互
不
可
侵
、
暗
号
使

用
な
ど
、
事
実
上
の
外
交
特
権
を
付
与
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

経
済
建
設
に
全
力
を
上
げ
る
中
国
は
、
経
済
発
展
を
遂
げ
た
韓
国
と

の
経
済
協
力
を
必
要
と
し
、
中
韓
関
係
を
「
交
流
」
か
ら
「
協
力
」

の
段
階
に
格
上
げ
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
4
章
で
は
、
冷
戦
終
結
に
伴
っ
て
東
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
構
造
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が
変
化
す
る
な
か
で
、
一
九
九
一
年
五
月
、
北
朝
鮮
が
中
国
に
説
得

さ
れ
て
、
韓
国
と
の
国
連
同
時
加
盟
を
受
け
入
れ
る
声
明
を
発
表
し
、

そ
れ
が
九
月
に
実
現
す
る
過
程
が
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
五
月

初
旬
に
平
壌
を
訪
問
し
た
李
鵬
首
相
は
延
亨
黙
首
相
に
「
韓
国
が
再

び
国
連
加
盟
を
提
起
す
れ
ば
、
中
国
は
反
対
の
態
度
を
と
る
こ
と
は

難
し
い
し
、
も
し
韓
国
の
単
独
加
盟
が
先
に
実
現
す
れ
ば
、
北
朝
鮮

の
加
盟
が
難
し
く
な
る
」
と
説
得
し
た
と
さ
れ
る
。
中
国
に
と
っ
て

は
、
南
北
朝
鮮
の
国
連
同
時
加
盟
は
朝
鮮
半
島
の
緊
張
緩
和
、
中
韓

関
係
改
善
な
ど
を
背
景
に
す
る
「
朝
鮮
半
島
の
現
状
承
認
」
の
一
部

で
あ
り
、
中
韓
国
交
正
常
化
の
環
境
整
備
を
意
味
し
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
南
北
朝
鮮
の
国
連
同
時
加
盟
は
中
国
が

必
要
と
し
た
「
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
安
定
」
や
「
韓
国
と
の
積
極
的

な
経
済
協
力
」
を
促
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
「
二
つ
の
朝
鮮
」
の
国

際
的
な
承
認
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
著
者
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
中

国
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
コ
つ
の
中
国
」
論
と
「
二
つ
の
朝
鮮
」
論

を
論
理
的
に
差
別
化
す
る
た
め
の
格
好
の
材
料
を
提
供
す
る
も
の
で

も
あ
っ
た
。
事
実
、
南
北
朝
鮮
の
国
連
同
時
加
盟
の
直
後
に
、
中
国

の
銭
其
深
外
相
と
韓
国
の
李
相
玉
外
相
が
安
保
理
事
会
会
議
室
で
会

談
し
、
そ
の
後
、
中
韓
国
交
正
常
化
に
関
す
る
協
議
が
一
一
月
の
A

P
E
C
閣
僚
会
議
（
ソ
ウ
ル
）
、
翌
年
四
月
E
S
C
A
P
総
会
（
北

京
）
に
引
き
継
が
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
過
程
で
、
中
国
は
韓
国
に
も

』
つ
の
中
国
」
論
を
受
け
入
れ
さ
せ
、
そ
れ
を
韓
国
に
台
湾
と
の

国
交
断
絶
を
迫
る
た
め
の
布
石
と
し
た
。
著
者
は
ま
た
、
南
北
朝
鮮

の
国
連
同
時
加
盟
と
と
も
に
進
行
し
た
中
朝
同
盟
の
変
容
に
つ
い
て

も
分
析
し
、
そ
れ
が
「
同
盟
関
係
か
ら
善
隣
友
好
へ
」
、
「
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
重
視
か
ら
平
和
と
安
定
の
維
持
へ
」
移
行
し
て
い
っ
た
こ
と
を

例
証
し
て
い
る
。

　
第
5
章
で
は
、
中
韓
国
交
正
常
化
交
渉
の
過
程
お
よ
び
北
朝
鮮
へ

の
「
説
明
外
交
」
が
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
二
年
四
月

の
第
三
回
外
相
会
談
で
の
合
意
に
基
づ
い
て
、
五
月
か
ら
七
月
に
か

け
て
、
中
韓
両
国
は
三
回
の
予
備
会
談
と
一
回
の
本
会
談
を
秘
密
裏

に
開
催
し
た
。
こ
れ
ら
の
会
談
で
、
中
国
側
は
「
朝
鮮
半
島
の
平
和

と
安
定
」
お
よ
び
韓
国
と
の
経
済
協
力
に
強
い
関
心
を
示
し
、
「
も

し
朝
鮮
半
島
に
紛
争
が
起
き
れ
ば
、
（
中
国
は
）
改
革
を
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
中
国
は
韓
国
と
協
力
し
て
こ
そ
、
朝
鮮
半
島
の

安
定
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
「
韓
国
の
経
済
発
展
モ
デ
ル
を

学
び
た
い
」
と
の
立
場
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
韓
国
に
「
台
湾
は

中
国
の
一
部
分
で
あ
る
」
こ
と
を
明
確
に
認
め
る
よ
う
に
要
求
し
た
。

韓
国
は
「
そ
の
よ
う
な
中
国
の
立
場
を
尊
重
す
る
」
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
韓
国
が
「
中
国
も
北
朝
鮮
と
断
交
し

て
ほ
し
い
」
と
主
張
す
る
と
、
中
国
は
「
南
北
朝
鮮
は
す
で
に
国
連

に
加
入
し
て
い
る
で
は
な
い
か
」
と
反
論
し
た
。
ま
た
、
中
国
は
中
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韓
国
交
正
常
化
と
米
朝
、
日
朝
国
交
正
常
化
を
同
時
に
進
展
さ
せ
る

「
ク
ロ
ス
承
認
」
を
提
起
し
、
韓
国
は
朝
鮮
戦
争
へ
の
参
戦
に
つ
い

て
中
国
側
に
「
適
切
な
解
明
」
を
要
求
し
た
。
さ
ら
に
、
双
方
は
両

国
関
係
の
基
礎
と
し
て
国
連
憲
章
の
諸
原
則
と
「
平
和
共
存
五
原

則
」
を
併
記
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
こ
の
よ
う
な
討
議
の
後
、
八

月
二
三
日
に
李
相
玉
外
相
が
中
国
を
訪
問
し
て
国
交
正
常
化
に
最
終

的
に
合
意
し
、
翌
日
、
共
同
声
明
お
よ
び
盧
泰
愚
大
統
領
の
中
国
公

式
訪
問
が
発
表
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
銭
其
環
外
相
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
二
年
四
月
、

中
韓
両
国
外
相
が
国
交
正
常
化
交
渉
の
開
始
に
つ
い
て
合
意
し
た
の

と
同
じ
日
に
、
中
国
の
楊
尚
根
国
家
主
席
は
金
日
成
主
席
の
生
誕
八

○
周
年
を
祝
う
た
め
に
北
朝
鮮
を
訪
間
し
、
金
日
成
主
席
に
韓
国
と

の
国
交
正
常
化
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

金
日
成
は
国
交
正
常
化
を
一
年
間
延
期
し
て
、
中
韓
国
交
と
米
朝
国

交
を
並
行
し
て
進
展
さ
せ
る
よ
う
に
要
請
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

中
韓
交
渉
が
進
展
し
た
七
月
一
五
日
、
中
国
は
銭
其
深
外
相
を
北
朝

鮮
に
派
遣
し
、
「
韓
国
と
の
修
交
の
時
期
が
す
で
に
熟
し
て
い
る
」

こ
と
を
通
報
し
た
。
銭
其
深
は
中
韓
修
交
が
郡
小
平
の
決
定
に
よ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。
北
朝
鮮
側
の
対
応
は
冷
淡
で
あ
り
、

招
待
宴
は
催
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

中
国
の
最
高
指
導
者
で
あ
る
郡
小
平
は
、
九
月
に
中
国
を
公
式
訪
問

し
た
盧
泰
愚
大
統
領
と
会
談
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
に
対

す
る
配
慮
を
示
そ
う
と
し
た
。
ま
た
、
中
国
に
は
中
韓
国
交
正
常
化

が
米
朝
、
日
朝
国
交
正
常
化
を
促
進
す
る
と
の
「
ク
ロ
ス
承
認
」
へ

の
期
待
が
継
続
し
た
。
著
者
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
中
朝
同
盟
関
係
の

大
幅
な
後
退
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
の
外
交
姿
勢
に
は
北
朝
鮮
へ

の
配
慮
が
存
在
し
続
け
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
江
沢
民
国
家
主
席
が

韓
国
を
訪
問
し
た
の
は
、
一
九
九
四
年
三
月
の
金
泳
三
大
統
領
の
中

国
訪
問
後
、
一
九
九
五
年
一
一
月
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　
本
論
文
に
対
す
る
評
価
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
明
確
な
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
一
貫
し
た
論
理
を
展

開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
論
文
は
中
韓
国
交
正
常
化
の
全
体
像
を

鮮
や
か
に
描
き
上
げ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
一
九
八
二
年
に
「
独
立

自
主
外
交
」
路
線
が
採
択
さ
れ
て
か
ら
、
国
内
の
経
済
建
設
と
い
う

最
優
先
の
国
家
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
平
和
で
安
定
し
た
国
際

環
境
を
醸
成
し
、
周
辺
諸
国
と
の
友
好
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
中

国
外
交
の
主
要
目
標
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
外
交
路
線
が
朝
鮮
半
島

に
も
適
用
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
国
内
経
済
改
革
や
対
外
経
済
開
放

を
推
進
す
る
上
で
、
西
側
諸
国
か
ら
の
資
本
と
技
術
の
導
入
が
重
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
発
展
す
る
韓
国
と
の
経
済
協
力
の
重
要
性
に

対
す
る
認
識
が
中
国
政
府
内
で
急
速
に
深
ま
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
中

129



法学研究81巻3号（2008：3）

国
の
対
韓
接
近
や
中
韓
国
交
正
常
化
が
従
来
の
朝
鮮
半
島
政
策
の
大

き
な
変
更
を
意
味
し
、
北
朝
鮮
と
の
歴
史
的
関
係
の
修
正
や
調
整
が

避
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
順
を
追
っ
て
詳
細
に
説
明
さ

れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
中
韓
国
交
正
常
化
は
中
国
の
改
革
開

放
の
な
か
で
準
備
さ
れ
、
冷
戦
終
結
後
の
国
際
環
境
の
下
で
段
階
的

に
追
求
さ
れ
、
一
〇
年
が
か
り
で
慎
重
に
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
各
段
階
に
つ
い
て
の
著
者
の
分
析
は
精
緻
で
あ
り
、
巨
視

と
微
視
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
、
全
体
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
本
論
文
を
執
筆
す
る
過
程
で
、
著
者
は
主
と
し
て
中
国
、

韓
国
、
日
本
で
第
一
次
資
料
を
渉
猟
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
を
付
き

合
わ
せ
る
と
い
う
膨
大
な
作
業
を
い
と
わ
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、

最
近
に
な
っ
て
中
韓
双
方
か
ら
刊
行
さ
れ
た
関
係
者
の
回
想
録
、
例

え
ば
韓
国
の
李
相
玉
外
相
（
二
〇
〇
二
年
）
、
盧
泰
愚
大
統
領
側
近

の
朴
哲
彦
（
二
〇
〇
五
年
）
、
中
国
の
銭
其
環
外
相
（
二
〇
〇
三
年
）

の
回
想
録
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
論
文
の
内
容
に

説
得
力
と
「
厚
み
」
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
著
者
は
こ
の
分
野
の

先
行
研
究
に
も
十
分
に
注
意
を
払
っ
て
、
既
存
の
研
究
を
綿
密
に
再

検
討
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
努
力
の
結
果
、
こ
の
論
文
は
深
み
の
あ

る
も
の
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、
今
後
、
日
中
韓
の
い
ず
れ
の
研
究
者

か
ら
も
注
目
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
論
文

は
中
韓
国
交
正
常
化
に
関
す
る
研
究
で
あ
り
な
が
ら
、
中
国
の
北
朝

鮮
政
策
の
研
究
で
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
の
朝
鮮
半
島
政
策
の
研
究

で
も
あ
る
と
い
う
著
し
い
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
中
韓
国
交
正
常
化

に
関
す
る
従
来
の
研
究
が
、
と
も
す
れ
ば
中
国
な
い
し
韓
国
の
一
方

の
視
点
に
偏
っ
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
れ
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き

こ
と
で
あ
り
、
日
本
で
研
究
す
る
こ
と
の
利
点
が
十
分
に
生
か
さ
れ

た
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
論
文
に
も
問
題
点
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
中
国
や
韓
国
外
交
の
成
功
に
関
す
る
肯

定
的
な
視
点
に
比
べ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
的
な
視
点
が
十
分
に

検
討
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
対
韓
政
策
が
修
正
さ
れ
る

ご
と
に
、
中
国
が
展
開
し
た
北
朝
鮮
に
対
す
る
「
説
得
外
交
」
も
、

そ
の
内
容
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
に
比
べ
て
、
そ
の
結
果
や
効
果

に
関
す
る
分
析
が
不
足
し
て
い
る
。
中
国
の
説
得
が
十
分
に
効
果
を

上
げ
た
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
も
た
ら
す
影
響
が
さ
ら
に
検

討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
コ
つ
の
中
国
」

論
に
関
す
る
明
快
な
指
摘
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の
韓
国
・
台

湾
関
係
に
関
す
る
分
析
も
十
分
と
は
い
え
な
い
。
さ
ら
に
、
よ
り
大

き
な
課
題
と
し
て
、
今
後
、
中
韓
国
交
正
常
化
が
も
た
ら
し
た
プ
ラ

ス
の
要
素
だ
け
で
な
く
、
マ
イ
ナ
ス
の
要
素
を
検
討
し
て
み
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
ら
な
ら
な
い
。
例
え
ば
ソ
連
・
東
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欧
諸
国
に
続
く
中
国
の
韓
国
承
認
が
北
朝
鮮
の
国
際
的
孤
立
を
加
速

し
、
そ
の
核
兵
器
開
発
を
促
進
し
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
中
韓
国
交
正

常
化
の
マ
イ
ナ
ス
の
要
素
も
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
中
国
は
な

ぜ
中
韓
国
交
正
常
化
を
米
朝
国
交
正
常
化
と
並
行
し
て
実
現
さ
せ
る

と
の
北
朝
鮮
の
要
求
に
対
し
て
冷
淡
で
あ
っ
た
の
か
。
北
朝
鮮
の
核

兵
器
開
発
中
止
と
米
朝
、
日
朝
国
交
正
常
化
を
リ
ン
ケ
ー
ジ
す
る
よ

う
な
外
交
は
本
当
に
不
可
能
で
あ
っ
た
の
か
。
北
朝
鮮
の
核
間
題
が

深
刻
化
し
て
か
ら
、
中
国
が
米
朝
両
国
の
仲
介
役
と
し
て
六
者
会
談

を
主
催
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
著
者
は
こ
れ
ら
の
疑
間
に
も

答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
以
上
の
よ
う
な
指
摘
は
著
者
の
研
究
の
将
来
に
対
す
る

期
待
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
の
学
術
的
価
値
を
い
さ
さ

か
も
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
審
査
員
一
同
は
こ
の
論
文
が
中
韓
国

交
正
常
化
に
関
す
る
第
一
級
の
研
究
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
、
李
成

日
君
に
博
士
学
位
（
法
学
）
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
を
授
与
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

平
成
二
〇
年
二
月
二
六
日

主
査

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
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法
学
博
士

小
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木
政
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副
査
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磨
義
塾
大
学
法
学
部
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授

法
学
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科
委
員
法
学
博
士

静
岡
県
立
大
学
国
際
関
係
学
部

教
　
授
　
法
　
学
　
博
　
士

国
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成
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俊
司
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